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Eulemur macacoと Eulemur fulvusは中央に位置し，この
結果から，Eulemur macacoと Eulemur fulvusの頭骨の形
状は良く類似していることを示し，次に Lemur cattaは











































（Inoue et. al. American Journal of Medical Genetics Part B 























































































































平成 18年 10月 23日に京都大学霊長類研究所より，
チンパンジー「サトシ」オス，27歳が自然死したとの
連絡を受け，脳組織の分与希望を申し込んだ．後日，犬
山へ当方から出向き，大脳皮質の前頭葉，頭頂葉，後頭
様の灰白質 0.3グラムの凍結組織の分与をいただいた．
それらから RNAを抽出し DNAマイクロアレイ解析を
実施した．現在，ヒトの脳のアレイデータとの比較を行
っていて，知能進化と遺伝子発現パターン変化の関連を
考察しているところである． 
 
18 広島県宮島町に生息するニホンザルによるアカマツ
